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1. Scopusの概要



エルゼビアの主な電子製品

世界最大級の抄録・引用文献データベース

世界5,000社以上の出版社の25,000誌以上
のジャーナル、250,000タイトル以上のブック

エルゼビアのフルテキストデータベース

3,800タイトル以上の電子ジャーナル、
40,000タイトル以上の電子ブック

Scopusデータに基づいた研究力分析ツール

世界の研究機関や国の研究パフォーマンスの分
析データ

Elsevier Logo



エルゼビアの電子製品

世界最大級の抄録・引用文献データベース

世界7,000社以上の出版社の25,000誌以上
のジャーナル、250,000タイトル以上のブック

エルゼビアのフルテキストデータベース

3,800タイトル以上の電子ジャーナル、
40,000タイトル以上の電子ブック

ジャーナル
タイトル

電子ジャーナルリスト、
OPAC

抄録DB 抄録・引用文献DB フルテキストDB

雑誌の所蔵があるか/も
しくは利用可能か/を知
る

論文が何について書
いているか知る

論文が何(誰)を
引用しているか，
何(誰)に引用さ
れているか知る

論文本文を読む、本
文を検索する

項目

対応DB/
システム

使用目的

本文

参考文献

抄録

キーワード

論文タイトル

書誌情報

具体例

出版社ごとのデータベース
（他にはSpringer Nature Link, 
   Wiley Online Library等）

論文タイトル

書誌情報

抄録

キーワード

論文タイトル

書誌情報

抄録

キーワード

参考文献参考文献

図書館蔵書検索 等

参考文献
（限定的）

主な対象

他にはWeb of Science等

図書館所蔵資料 医学・生命科学 全分野 Elsevier全文

学術論文データベースの種類



抄録・引用データベース ScopusとWeb of Science

エルゼビア社 クラリベイト社

抄録引用

データベース

分析ツール



ジャーナル評価指標 CiteScore

2021 2022 2023 2024 2025 2026

2021 2022 2023 2024 2025 2026

A. 引用している文献

B. 出版された文献

CiteScoreの算出方法

A. 2022～2025年に出版された文献が
                                2022～2025年に引用された回数
CiteScore 2025 =         
                                B. 2022～2025年に出版された文献数

文献タイプ: A B とも査読文献（Article、Review、
Conference Paper、Book Chapter、Data Paper）

補正: なし

自己引用: 含む

A. 2023～2024年に出版された文献が
                                      2025年に引用された回数
Impact Factor 2025 =           
                                      B. 2023～2024年に出版された文献数

文献タイプ: A は全文献タイプ、B はCitable Items（主にArticle、
Review）

補正: なし

自己引用: 含む

2021 2022 2023 2024 2025 2026

2021 2022 2023 2024 2025 2026

参考：Impact Factorの算出方法

文献が平均で何回引用されたかを示す指標

開発元: Elsevier

使用データベース: Scopus

文献が平均で何回引用されたかを示す指標

開発元: Clarivate Analytics

使用データベース: Web of Science

ジャーナルの被引用インパクト…Cite Score、Impact Factor
論文ごとの被引用インパクト…FWCI

データソース: JournalFinder 2026.6.30）



Scopus 世界最大級の抄録・引用文献データベース（1/3）

Scopusの概要

• Scopusとは？

世界最大級の学術文献データベースで、エルゼビア社が提供しています。エルゼビア以外の高品質な学術誌も多数収録
し、幅広い分野の文献情報を網羅しています。

• 利用目的・特徴

研究文献の効率的な検索や収集、引用関係の分析に優れています。最新の研究動向の把握や研究者・機関の業績
評価にも活用されている、信頼性の高い学術情報プラットフォームです。

• ScopusへのリンクURL

ご契約の機関のIPアドレスから www.scopus.com にアクセスしていただくことで、ご利用いただけます。
※機関によってはVPN等を利用して学外からのアクセスも可能です。詳細は図書館様までお問い合わせください。

http://www.scopus.com/


Scopus 世界最大級の抄録・引用文献データベース
• 全分野、複数のコンテンツタイプを網羅

• グローバルなコンテンツ収集方針

− 105か国の7,000以上の出版社、40の本文言語（タイトルと抄録が英語で提供されていることが必須）

• 106,000,000レコード

• 毎日更新 (毎日15,000文献をアップデート)

• 高精度の著者プロファイル2,360万件以上、機関プロファイル94,000件以上

• 330万プレプリント文献（2017年以降のarXiv、 ChemRxiv、 bioRxiv、medRxiv、SSRN、TechRxiv、Research Square）を収録

(検索結果では査読文献とは分けて表示。著者プロファイルページにも表示)

人文・社会科学
16,975

ライフサイエンス
 8,647

ジャーナル

ヘルスサイエンス
 15,787

化学・物理・工学
 16,225

査読誌 29,780
 (168 trade journal)

- Open Access誌（DOAJ） 9,100
- MEDLINEを100%網羅

- 抄録 1800年代～
- 参考文献 1970年～
- 2,600万の助成金情報

イベント数 171,000
- 論文数 1,350万 

工学、数学、物理、コンピュー
タ科学を中心に収録

単行本 485,000
- チャプター数 457万

全分野を収録、
社会科学と人文科学に焦点

ブック会議録

• 2026年 5月時点
• ジャーナル、ブックシリーズのタイトル数はアクティブ（出版継続中）タイトルのみです。収載中止・出版中止等のタイトルを含めると47,301となります。
• ジャーナルは複数の分野に分類されていることがあるため、分野別のタイトル数の合計はジャーナルのタイトル総数よりも多くなります。
• Scopus収録コンテンツの詳細： https://www.elsevier.com/solutions/scopus/how-scopus-works/content
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Scopus 世界最大級の抄録・引用文献データベース（3/3）

• Scopus収録の逐次刊行物（ジャーナル、ブックシリーズ、会議録）は、[収録誌] から確認できます。

分野、タイトル、出版社、ISSNで検索

タイトルリストをダウンロード



Scopusは査読された論文を掲載

非査読誌

Webにある情報、
すべて信じられますか？

活字になっていれば、
全部信じてよいでしょうか？

査読されている雑誌の約10倍の非査読誌が存在すると言われています。

査読誌



Scopusの品質管理と信頼性

12

Scopusは査読・選定プロセスを有する

Scopusの特徴
• 独立した選定委員会（CSAB）による審査
• 明確な選定基準に基づく収録
• 定期的な再評価プロセス

重要ポイント
収録語も継続的に評価され、問題のあるタイトルは収録停止

Scopusは、広範な収録と継続的な品質管理を両立している

■ Scopus公式情報
Scopus収録範囲ガイド（Content Coverage Guide）
Scopus収録誌選定委員会（CSAB）

https://www.elsevier.com/solutions/scopus/how-scopus-works/content
https://www.elsevier.com/solutions/scopus/how-scopus-works/content
https://www.elsevier.com/solutions/scopus/how-scopus-works/content
https://www.elsevier.com/solutions/scopus/how-scopus-works/content
https://www.elsevier.com/solutions/scopus/how-scopus-works/content/scopus-content-selection-and-advisory-board
https://www.elsevier.com/solutions/scopus/how-scopus-works/content/scopus-content-selection-and-advisory-board
https://www.elsevier.com/solutions/scopus/how-scopus-works/content/scopus-content-selection-and-advisory-board
https://www.elsevier.com/solutions/scopus/how-scopus-works/content/scopus-content-selection-and-advisory-board


Google Scholarとの比較 (1/2)

➢ 包括的なデータベース: 学際的な研究をカバーするために、厳選されたジャーナ
ル、プレプリント、会議論文が収集されています。

➢ 査読論文のみ掲載: Scopusには、査読を経た信頼性の高い論文のみが掲載さ
れており、質の高い研究情報を提供します。

➢ 正確な情報検索: データは日々更新され、著者プロフィールも明確に管理されて
いるため、信頼性の高い情報を得やすいです。

➢ データセキュリティ: 検索は安全で、専用のプライバシーセンターを通じてデータを
管理できます。

➢ 信頼性の高い再現性: 含まれるのは信頼できるバージョンのみで、同じ検索を繰
り返しても同じ結果が得られます。

➢ 視覚化ツール: 研究のトレンドを追跡し、出力を視覚化することで、効果的なコ
ラボレーションを促進します。

➢ 著者プロフィール: 著者や所属の情報が体系的に整理され、曖昧さを回避して
います。

➢ 無料で利用可能: Google Scholarは無料で利用でき、コストをかけずに学術文
献を検索できます。

➢ 広範なカバレッジ: 様々な情報源から学術文献を広く検索できるため、多様な
資料にアクセスできます。

➢ 本文検索: 論文の本文まで検索でき、詳細な情報を取得することができます。
➢ 簡単なアクセス: 使いやすく、誰でも簡単にアクセスできるため、初心者でも利用

しやすいです。

項目 Scopus Google Scholar

無料 × ○

査読文献中心 ○ △

著者整理 ○ △

出典確認 ○ △

再現性 ○ △
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Google Scholarとの比較 (2/2)

2025.3.31 検索結果

論文数が増加しているためScopusで査読論文の絞り込みが重要である
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【参考資料】 学術論文の出版数は増え続けている

エルゼビア 出版数 年々増加
2015年…400,000件 → 2024年…728,000
件 Scopusデータ 出版数 年々増加

2015年…3,010,274件 → 2024年…4,386,257件

Scopusデータ 2025.3.19



文献検索と検索結果ページの使い方



利用開始、文献検索

• 機関ネットワーク内から https://www.scopus.com にアクセス

検索対象項目

検索履歴、組み合わせ検索

検索語を入力

英語インターフェースへの切り替え

サインインは不要ですが、以下の場合はサインインを推奨
※ SciValと連携して使用する場合
※ アラートやリストなどのカスタマイズ機能を利用する場合



検索語の入力ルール



検索結果（1/6） 検索結果ページ

• 検索結果を並べ替えたり、ここから各詳細ページにリンクしたりできます。

初期状態では
出版日順（新しい順）

電子ジャーナルの入手可否をチェック

ヒット数

→ 文献詳細へ                        → 著者詳細へ → ジャーナル詳細へ

検索アラートを設定（サインインが必要）



検索結果（2/6） 検索結果の分析

• 検索結果の内訳をグラフ化してさまざまな視点で分析できます。

（右図に続く）



検索結果（3/6） 検索結果の内訳表示と絞り込み
• さまざまな観点から検索結果の内訳を確認し、検索結果を絞り込むことができます。

選択して絞り込みま
たは除外

各項目を確認可能



• エクスポートしたい文献を選択し、[エクスポート] をクリック

検索結果（4/6） エクスポート

エクスポートしたい文
献を選択

CSVでエクスポートできる最大件数



検索結果（5/6） 被引用数が多い順に並べ替え

• 被引用数で並べ替えることによって重要な論文を確認できます。

被引用数が多い順に並べ替え
必要に応じて絞り込み
（例：最近の出版年に限定）



検索結果（6/6） 引用分析

• 選択した論文のそれぞれが各年に何回引用されたかを表形式で確認することができます。

分析したい文献を選択

自己引用、書籍からの引用を除外



文献検索 複数の検索項目を組み合わせた検索

• 複数の検索項目を組み合わせて複雑な検索を行うことができます。

検索欄を追加 詳細検索 → 次ページ

追加された

検索欄



詳細検索

• 検索コード(検索語) と 演算子 を組み合わせて検索します。

+ をクリックすると検索欄に項
目コードがコピーされます



著者プロファイルページでわかること



著者検索の基本操作
• 著者検索、姓・名の順に入力し検索

①

②

姓を入力 名を入力
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著者検索の基本操作
• 研究者の名前を選択

29



著者プロファイルページでわかること
• 研究者の著者プロファイルページが確認可能

30



著者プロファイルページでわかること
• Show all informationをクリックすると右側でパネルで情報を確認可能

（所属機関履歴は、Scopus掲載文献の所属機関が反映）

31



著者プロファイルページでわかること
• 文献数と被引用数のトレンドグラフ

‐ Scopusの文献数・被引用数トレンドは著者プロフィールで確認可能
‐ API経由で大学の研究者総覧などに連携されることも多い
‐ 大学独自システムで研究者の業績を視覚的に把握できる活用例あり

次ページ
32



著者プロファイルページでわかること
• 著者ポジションの詳細を確認

- 著者ポジションの詳細分析
はScopusで2015年～
2024年の期間に対応

- First Authorなどの著者ポ
ジション別に分析可能

- 文献数、被引用数、FWCI
（Field-Weighted 
Citation Impact）の分
析ができる

※SciValを使うと分析期間を変
更でき、さらに多様な指標で詳
細分析が可能

Show author position details
をクリック 

33



著者プロファイルページでわかること
• 被引用回数、文献数、h-indexを確認可能

94,830回の被引用回数（385本の文献が引用された数）は、54,089件の異なる文献から複数回引用された合計数

Scopusに掲載されている研究者の合計文献数

Scopus上の論文と被引用数から算出される、研究者の影響力を示す指標

次頁以降でそれぞれ項目を確認
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著者プロファイルページでわかること
• 文献数、インパクト、被引用数、プレプリント、Co-authors、トピック、獲得助成金を確認可能

- 著者のScopus掲載全文献数を確認可能

- 被引用数順に並び替え、注目度の高い論文を優先的に把握できる

35



著者プロファイルページでわかること
• 文献数、インパクト、被引用数、プレプリント、Co-authors、トピック、獲得助成金を確認可能

著者の文献を自動的にSDGs関連文献として分類可能
SDGs関連論文の抽出ができる
SDGsに注目した分析も実施可能

国際共著論文の比率や産学共著論文率を
知ることで、研究の国際的な連携状況や産
業界との協力度合いを把握でき、研究戦略
の立案や外部資金獲得のための説得材料
として活用が可能
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著者プロファイルページでわかること
• 文献数、インパクト、被引用数、プレプリント、Co-authors、トピック、獲得助成金を確認可能

- トップ論文・トップジャーナルの確認が可能（Top25％に限定）
- FWCIの推移分析が可能
- 分析対象期間は2015年～2024年の限定された期間のみ
※ただし、SciValではこれらの期間や指標の制限がなく、より柔軟で詳細な分析が可能
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著者プロファイルページでわかること
• 文献数、インパクト、被引用数、プレプリント、Co-authors、トピック、獲得助成金を確認可能

被引用文献を分析することで、以下が可能です。

‐ 研究の影響範囲や参照されている分野・機関の把握
- 共同研究先や連携先の発見
- 研究分野やテーマの関連性の理解
- 最新の研究トレンドの把握
- 研究の質や影響力を示す評価資料の充実

※分析には、引用元文献の一覧確認、所属機関・著者の
集計、分野・キーワード分析、時系列分析、視覚化による
可視化が別途必要
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著者プロファイルページでわかること
• 文献数、インパクト、被引用数、プレプリント、Co-authors、トピック、獲得助成金を確認可能

プレプリントで分析可能なことは以下の通りです。

- 最新の研究動向の把握（査読前の速報性の高い研究の追跡）
- 研究テーマやトピックのトレンド分析
- 研究コミュニティの活発度や関心分野の評価
- 研究者や機関の早期の成果発信状況の把握
- 査読後の正式出版との比較分析

プレプリントを活用することで、迅速な研究動向の把握や将来の研究
トレンド予測が可能になります。
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著者プロファイルページでわかること
• 文献数、インパクト、被引用数、プレプリント、Co-authors、トピック、獲得助成金を確認可能

Co-authorsで分析可能なことは以下の通りです。

‐ 主要な共同研究パートナーの特定（共著文献数の多い著者の把握）
-  共同研究の強い関係性や協力体制の評価
-  研究ネットワークの構造推察（中心性やクラスター形成の検出）
-  今後の共同研究機会の発掘や連携強化の検討
-  共同研究の成果傾向や重点領域の分析

Co-authorsを活用することで、研究者間の協力関係の理解や効果的な
研究連携戦略の構築が可能になります。

40



Scopusでは、文献を引用関係で結びつけ、研究テーマごとに
トピック分類を行っている
- 著者が属する各トピックの研究活動や影響を把握できる
- 研究トピックごとに多くの文献を執筆している著者を特定可能
- 該当著者の文献内容も確認でき、コラボレーションの可能性
を探ることができる

著者プロファイルページでわかること
• 文献数、インパクト、被引用数、プレプリント、Co-authors、トピック、獲得助成金を確認可能
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著者プロファイルページでわかること
• 文献数、インパクト、被引用数、プレプリント、Co-authors、トピック、獲得助成金を確認可能

獲得助成金を把握することで、以下の分析が可能です。

- 研究者や機関の資金獲得力や競争力の評価
- 重点的に支援されているテーマやトレンドの特定
- 今後の資金獲得戦略や研究計画の立案支援

これらにより、研究活動の資金面からの戦略的な分析と意思決定が
可能になります。
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研究者探索（Researcher Discovery）機能の紹介



研究者探索（Researcher Discovery）

• 研究者探索は、キーワード検索の結果として論文のリストではなく研究者のリストを提示します。

− 特定の研究テーマで活躍している研究者の一覧を直接表示することにより、研究テーマにおけるキープレーヤーを確認し、
個々の研究者の詳細を確認できます。

− 検索ページで [研究者探索] タブを選択し、キーワードを入力します。



研究者探索 - 検索結果ページ1
• 直近5年間でキーワードに一致する論文を発表した研究者の一覧が表示されます。

• 各研究者の機関と国、キーワードに一致する文献数やh-indexなどをまとめて確認することができます。

• 対象期間、国、機関で絞り込むことができます。

並べ替えのオプション

各研究者の総文献数とキーワードに一致した文献数を区別して表示

対象期間、国、
機関で絞り込み



研究者探索 - 検索結果ページ2
• 研究者の[プロファイルのプレビュー]をクリックすると、著者プロファイルのプレビューが表示されます。

• 研究者の研究の経験年数、最新文献の出版年、論文数が多いトピックなどを確認することができます。
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Scopus AIの特徴と利用上の注意点



全体の仕組みの概要

➢ Scopus AIは、Scopusの査読済み論文データベースを基に、AI技術を用いて複雑な学術
情報をわかりやすく要約し、参照文献を明示して透明性を確保します。

➢ ユーザーの質問は、ベクトル検索エンジンが2003年以降の関連論文を抽出。

➢ 抽出された論文は大型言語モデル（LLM）により要約され、質の高い回答と生成AI機能
が提供されます。

➢ RAG Fusionにより質問を多角的に掘り下げ、回答の深みと多様性を実現しています。



Summary 

ツールの回答の信
頼性についての説
明を含む、詳細な
参考文献付きの要

約

Go deeper 
questions

探求と学習を促進
するために作成され
た一連の提案（プ

ロンプト）

Expanded 
summary

各クエリを複数の視
点から探求する、拡
張された参照付き

要約

Concept 
map

キーワードを用いて
トピック領域の俯瞰
的な全体像を示す、
クリック可能なビジュ

アル

Topic 
experts

選択した分野にお
けるトップ研究者

（関連する出版物
の量に基づく）

Foundationa
l documents

Summary に引
用された記事に影
響を与えた著名な

記事のリスト

  Emerging themes

 

 

関心のある分野の研究テーマを特定するためのトピック概要です。これには、新しいテーマや文
献で十分に扱われていないテーマなど、潜在的な機会の領域が含まれています。

Scopus AIの画面 【Scopus AIの回答には何が含まれますか？】



Scopus AIの画面

*インターフェースと機能は変更される場合があります

Summaryと
より深く、幅広い視点の
Expanded summary

質問を入力

クエリ ツール

参考文献
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Scopus AIの画面

コンセプトマップ
基礎となる文献

トピックの専門家

より深い質問

新たなテーマ

*インターフェースと機能は変更される場合があります 52



質問を入力

質問を入力

www.scopus.com

http://www.scopus.com/


Scopus AIの回答画面（１）

Copilot Steps

Summary

参考文献
質問



Scopus AIの回答画面（１）

Copilot Steps

質問

このステップが確認できるのが一つの特徴である→AIの透明性
（Transparency）を高める取り組みの一つ。利用者に対して、AIがどのよ

うに質問を解釈し、どのような手順で情報を検索・抽出し、回答を生成し
ているかを示すことで、AIの動作や信頼性を理解しやすくなります。このよう
な透明性の提供は、AIの誤情報（ハルシネーション）やバイアスのリスク
を軽減します。

Creating a plan to answer your query 質問に答えるための計画を立てる
Performing natural language search: 自然言語検索を実行する
Performing keyword search: キーワード検索を実行する

この流れは「RAG（Retrieval-Augmented Generation）」のプロセスで
す。RAGは、元の質問に基づく検索結果を使い、さらに大規模言語モデ
ル（LLM）の知見を活用して質問を深掘りし、異なる視点や追加情報

を探求します。これにより、単純な検索結果の羅列ではなく、多角的で
詳細な回答を生成します。複数の関連クエリから得た結果を融合
（Fusion）し、回答の質と情報量を大幅に向上させる技術です。

CopilotのステップとRAGの技術を組み合わせる
ことで、Scopus AIは質問内容を深く理解し、
多角的かつ信頼性の高い学術情報の提供を実
現しています。



より深い質問（プロンプト）

Scopus AIの回答画面（２）

展開して詳細を確認可能
（次ページよりそれぞれ説明）

※Summary以下は英語での回答



Scopus AIの回答画面（３） Expanded summary



Scopus AIの回答画面（４） コンセプトマップ

色素細胞の研究に関するコンセプトマップは、
4つの主要カテゴリに分類されており、各項目が相互に関連しています。
1) Genomics…遺伝子研究
2) Clinical Implications…臨床研究
3) Research Methods…研究の方法論
4) Types of Pigment Cells…細胞の分類

この大きな枠組みで捉えることで、研究の全体像を効果的に理解できます。

免疫蛍光解析



Scopus AIの回答画面（５） トピックの専門家

Scopus著者プロファイルで
更に詳細分析が可能



Scopus AIの回答画面（６） 新たなテーマ

新興で一貫したテーマ

上昇中のテーマ

新規のテーマ

過去2年間にわたり安定した論文
数で確認されている研究分野。

過去2年間で論文数が着実に増加して
いる成長中の研究分野。

過去2年間で論文数が急増し、新たに出
現した比較的新しい研究分野。



Scopus AIの回答画面（６） 新たなテーマ

上昇中のテーマ



Deep researchで利用する

www.scopus.com

http://www.scopus.com/


Deep researchで利用する

…



Deep researchで利用する

PDFファイルで出力可能 https://view.highspot.com/viewer/a0becc8b2ebb7f5ed52b75a35c0cc4f6

…

参考文献含めてのレポート形式

https://view.highspot.com/viewer/a0becc8b2ebb7f5ed52b75a35c0cc4f6


Deep researchで利用する

1.複雑で学際的、あるいはオープンな質問にDeep Researchを使う
Deep Researchは多様なクエリに対応可能ですが、特に他のAIが苦手とする難解な質問に適しています。Deep Researchは質問を単純な要素に分
解し、最も関連性の高い検索方法（ベクトル検索、キーワード検索、または両方）を選択します。これらを用いてScopusの厳選された抄録をス
キャンします。
*検索を進める中で新たに得られた情報に応じて検索方法を適宜調整し、Deep Researchレポートとして詳細な分析結果を提供します。

2.Deep Researchに目的を理解させる
Deep Researchの優れた点は、キーワードやブール検索式を気にせず、自然言語で質問できることです。最良の結果を得るには、目的が伝わるよう
十分な文脈を含めてください。複数の方向性や質問を一つのプロンプトにまとめて探索を誘導することも可能です。
例：

「既存の抗炎症薬のうち、パーキンソン病の進行を遅らせるために再利用可能なものは何か。また、それを検証するための実験プロトコルはどのよう
なものか？」

3.検索範囲を限定して詳細な観点を得る
検索の範囲を絞りたい場合も問題ありません。Deep Researchに以下の条件で検索するよう指示できます。
• 国別
• 期間
• 文書タイプ
• 被引用数
自然言語クエリの中で指定するだけでOKです。
例：
「2020～2024年の研究に焦点を当て、現在の前臨床データに基づく肝線維症の新規エピジェネティックターゲットを特定してください」

https://blog.scopus.com/six-tips-for-using-scopus-ai-deep-research/
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Deep researchで利用する

4.会話形式のフォローアップ機能でさらに掘り下げる
レポートの中の特定の知見について詳しく知りたい場合や、新たな疑問が生じた場合、会話形式のフォローアップ機能をご利用ください。Deep 
Researchは、既に行った調査の情報が十分かを判断し、直接回答するか、必要に応じて新たな検索を実行します。
レポート生成後は、特定のポイントの説明を求めたり、Deep Researchを再利用したり、通常のScopus AI検索に切り替えたりできます。レポート自体の
編集はできませんが、変更を依頼すると新しいレポートが作成されます。Deep Researchは調査過程で得た知見を活用し、次のステップで何を深掘りす
べきか判断します。

5.Deep Researchレポートを次の研究への出発点にする
Deep Researchのレポートは、批判的思考や創造性を刺激することを意図しています。利用者のフィードバックや原則に基づき、このツールは人間の創
造性や判断を置き換えず、研究者の支援を目的としています。例えば従来の文献レビューの代替とはなりません。レポートには以下が含まれます。
• 範囲と前提が明示された直接的な回答
• 新たで興味深いパターンを示す予期せぬ関連性
• 研究の限界やギャップの指摘による新たな機会の提示
これらはさらなる探求のアイデアや提案を提供し、すべての主張は参照付きで示されます。これにより、Scopusの信頼できる査読済み情報のみが用いら
れている安心感を得られ、元資料へのアクセスも容易に行えます。

6.統合的な洞察（Synthesis insights）もチェックする
レポートの主要部分は、AIが発見した知識を10～20の要素に分解して示します。事実の羅列ではなく、各要素を探求・理解するための情報を提供し、
研究を進めるための実践的なつながりを提案する統合パラグラフも含まれます。
Deep Researchは単に質問に答えるだけでなく、研究領域全体の広い視点や独自の見方を提供し、思いがけない発見（セレンディピティ）を生み出
すことを目指しています。

※現在Deep Researchは2003年以降にScopusに収録された文書の抄録を利用していますが、今後利用可能な情報源の拡充も検討中です。

https://blog.scopus.com/six-tips-for-using-scopus-ai-deep-research/
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Scopus AIの使い方

文献検索の実践例（キーワード不明時の調査、分野横断的調査など）



【参考】 ベクトル検索とは？

この図では、「marine」という単語のベクトル空
間が表示されています。各ドットはその単語に関
連付けられた異なる概念を表し、右側には乗り
物が、左側には動物がグループ化されています。
ドットが互いに近いほど、関連性が高く、同様の
数またはベクトルを持つ可能性が高くなります。

研究者が GenAI ツールの検索バーに「海洋動
物」という単語を入力すると、ベクター検索では
キーワード検索のように完全一致を検索するだ
けでなく、ベクター空間で類似の数字またはベク
ターが割り当てられた結果を検索します。この場
合、関連する用語「イルカ」、「クジラ」、「サメ」、
「タコ」を含む文書は、「海洋動物」という用語が
明示的に言及されていなくてもすべて選択され
ることになります。



キーワード不明時の調査(例)



分野横断的な調査(例)



Scopus AIの使い方

研究者の把握とエマージング分野の分析



研究者の把握とエマージング分野の分析

研究者の把握 エマージング分野の分析



Q＆A



Thank you
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